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本
書
『
近
世
朝
幕
関
係
法
令
史
料
集
』
は
、
江
戸
幕
府
が
、
天
皇
・
朝
廷

を
国
家
統
治
の
た
め
に
、
統
制
し
た
上
で
機
能
さ
せ
よ
う
と
各
種
の
法
令
を

天
皇
・
朝
廷
に
向
け
て
直
接
発
し
た
も
の
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
加
え
て
、
幕
府
か
ら
見
れ
ば
間
接
的
に
な
る
が
、
朝
廷
の
秩
序
維
持
の
た

め
に
、
天
皇
・
上
皇
・
関
白
な
ど
が
発
し
た
法
令
に
つ
い
て
も
収
め
た
。
収

録
対
象
の
史
料
は
、
上
は
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
か
ら
、
下
は
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
ま
で
と
し
た
。

朝
幕
関
係
を
称
し
な
が
ら
豊
臣
政
権
期
を
も
対
象
と
し
た
の
は
、
徳
川
政

権
初
期
の
天
皇
・
朝
廷
に
対
す
る
法
令
が
、
豊
臣
政
権
期
以
来
の
課
題
を
解

決
し
た
政
策
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
史
と
し
て
の
意
味
を
持
た
せ
た
。

そ
の
こ
と
以
上
に
、
そ
も
そ
も
豊
臣
政
権
と
徳
川
政
権
と
の
、
対
天
皇
・
朝

廷
政
策
の
根
本
的
な
相
違
を
明
確
に
さ
せ
る
基
本
史
料
と
な
る
こ
と
も
、
収

録
対
象
と
し
た
こ
と
の
意
図
で
あ
る
。

学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

高

埜

利

彦

収
録
対
象
の
下
限
が
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
で
き
れ
ば
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
編
纂
対
象
の
弘
化
三
（
一
八
四

六
）
年
に
つ
な
が
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
が
、
現
在
の
研
究
状
況
と
作
業
期
限

な
ど
の
諸
条
件
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

本
書
は
、
そ
の
他
に
も
収
録
に
漏
れ
た
法
令
が
あ
る
や
も
知
れ
な
い
が
、

ひ
と
ま
ず
利
行
し
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
考
え
方
は
、
さ
き
に
朝
幕
研
究
会
編
『
近
世
朝
廷

－
A
 

人
名
要
覧
』
（
二

O
O五
年
三
月
、
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
刊
）
を
刊

行
し
た
こ
と
と
共
通
す
る
。
近
世
の
朝
幕
研
究
が
遅
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
理
由
な
ど
を
こ
こ
で
く
り
返
す
こ
と

は
し
な
い
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
近
世
朝
幕
研
究
の
基
盤
を
形
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
『
近
世
朝
廷
人
名
要
覧
』
は
「
公
家
鑑
」

と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
の
朝
廷
構
成
員
の
人
名
録
の
中
か
ら
、
各
種
の
情
報
・



知
識
を
年
度
ご
と
に
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
の
公
家
の
史
料
を

読
む
と
き
、
差
出
人
・
宛
所
な
ど
が
誰
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
た
め
に
『
近

世
朝
廷
人
名
要
覧
』
は
有
効
な
検
索
の
道
具
と
な
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、

江
戸
幕
府
が
天
皇
・
朝
廷
に
関
し
て
発
し
た
法
令
集
が
刊
行
さ
れ
れ
ば
、
今

後
の
近
世
朝
幕
研
究
の
共
通
財
産
と
な
り
、
全
国
や
各
国
で
研
究
を
志
す
人
々

に
有
用
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。

近
世
朝
幕
研
究
の
基
盤
を
形
成
す
る
た
め
に
、
研
究
の
対
象
と
な
る
史
料

集
や
道
具
と
な
る
人
名
録
の
作
成
の
ほ
か
に
、
朝
幕
研
究
を
志
す
仲
間
の
交

流
を
は
か
り
、
研
究
課
題
を
相
互
に
錬
磨
す
る
全
国
的
な
研
究
大
会
の
開
催

も
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
大
会
」

を
二

O
O七
（
平
成
十
九
）
年
九
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
学
習
院
大
学
に
お
い
て
開
催
し
た
。
さ
ら
に
翌
二

O
O八
年
九
月
十

三
日
・
十
四
日
の
両
日
に
渡
っ
て
「
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
第
二
回
大
会
』

が
開
催
さ
れ
、
二

O
O九
年
九
月
十
二
日
・
十
三
日
に
は
同
じ
く
第
三
回
大

会
が
開
か
れ
、
各
地
か
ら
近
世
朝
幕
研
究
者
が
集
ま
り
、
企
画
テ
l
マ
や
自

由
論
題
の
報
告
・
討
論
が
行
わ
れ
た
。
第
一
：
三
回
の
「
近
世
の
天
皇
・
朝

廷
研
究
大
会
」
は
、
其
の
後
い
ず
れ
も
大
会
報
告
集
が
学
習
院
大
学
人
文
科

学
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

本
史
料
集
作
成
の
ほ
か
以
上
の
近
世
朝
幕
研
究
の
基
盤
形
成
の
た
め
に
中

心
的
に
作
業
を
担
っ
た
の
は
、
一
九
八
三
年
に
始
ま
っ
た
朝
幕
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
近
世
朝
幕
研
究
の
基
盤
形
成
」
（
研
究
代
表
者
、
学
習
院
大
学
文
学
部

教
授
井
上
勲
・
二

O
O七
5
二
O
O九
年
度
）
に
参
加
し
、
本
書
刊
行
に
尽

力
さ
れ
た
朝
幕
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
、
心
よ
り
の
感
謝
の
念
を
表
し
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